
患者さん・ご家族の皆さまへ 

日本褥瘡学会「褥瘡実態調査」への 

診療情報の利用について（オプトアウト） 

当院では、日本褥瘡学会が実施する褥瘡実態調査に参加します。この研究では、すでに診療の中で得ら

れている情報を用いるため、対象となる患者さん一人ひとりから個別に同意をいただく代わりに、研究

内容を公開し、診療情報の利用を希望されない場合にお申し出いただける機会を設けています。 

この研究への診療情報の利用を希望されない場合は、下記の問い合わせ先までお申し出ください。 

お申し出によって、診療上の不利益を受けることはありません。 

1．情報の利用目的・利用方法・他機関への提供方法 

日本における褥瘡の保有状況、患者背景、褥瘡管理体制等の実態を把握し、今後の褥瘡予防・管理の向上

に役立てることを目的とします。当院で研究に必要な情報を収集し、研究計画書に定められた方法で日本

褥瘡学会の研究担当者へ提供します。 

2．利用・提供する情報の項目 

施設に関する情報、調査日の入院患者数・日常生活自立度、褥瘡保有患者数、院内発生・入院時保有の別、

対象となる褥瘡患者さんの背景、褥瘡の状態、ケア・局所管理等、研究計画書および調査票で定められた

項目。氏名など、研究上不要な直接個人を特定する情報は提供しません。 

3．情報の利用・提供を開始する予定日 

2026年 10月 20日以降（オプトアウトのための情報公開期間 1か月を経過した後に開始します） 

4．情報を提供する機関 

施設名：臼杵市医師会立コスモス病院 

施設長： 鈴木 浩輔 

5．提供する情報の取得方法 

診療録、看護記録、褥瘡に関する記録、施設管理情報等、通常の診療・施設運営の中ですでに得られてい

る情報から収集します。 

6．研究責任者・研究代表者 

研究代表者・研究責任者の氏名・所属：須釜淳子 藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科 教授 

7．情報を利用する者の範囲 

日本褥瘡学会の本研究に関係する研究者、および研究計画書に定められた研究実施機関の関係者。 

診療情報の利用を希望されない方へ 

ご自身（またはご家族）の診療情報がこの研究に利用されることを希望されない場合は、下記までお申し

出ください。研究への協力を断っても、今後の診療や看護に不利益が生じることはありません。 

申出期限：2026年 10月 19日 

【お問い合わせ・研究利用を希望されない場合の申出先】 

臼杵市医師会立コスモス病院 

担当者：＿＿＿＿竹村 仁＿＿＿＿ 

電話：＿＿＿0972-62-5599＿＿＿＿ 

掲示開始日：2026年 9月 16日 


